
第4回
(2.11～2.18)

AJ科 宮川 治



補足資料1
 クラス図からのソースコードの機械的な

導出

 一段目

 クラス名

 二段目

 privateを付ける、インスタンス変数名

 三段目

 特殊なメソッド：コンストラクタ
 返却値の型はなし

 メソッド

 返却値の型がアッパーキャメルケース（大文字から始
まる）の場合、初期値はnull



補足資料2
 クラス図からのソースコードの完成

 三段目

 コンストラクタの役割

 メソッドの実装
 インスタンス変数にはthis.を付ける



設問

 メソッド

 インスタンス変数か

 コンストラクタか

 thisの有無

 インデントミスの弁別
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